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主 な 記 事 
7月は市府民税の納付月です 2面 
平和書道展の作品を募集 3面 
地球はみんなの宝物① 3面 
お茶づくりにチャレンジ 4面 
歯の健康（シリーズ9） 4面 

DDDDD DDDDD

男  28，156人（+6） 
平成13年7月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 

女  28，934人（+34） 
合計  57，090人（+40） 

世帯数  20，505世帯（+42） 

７
月
２９
日
は
、
第
１９
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で

す
。
大
切
な
あ
な
た
の
一
票
、

棄
権
し
な
い
で
必
ず
投
票
に
行

き
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
に
は
、
駐
車
場
の
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
投
票

所
の
周
辺
道
路
に
は
駐
車
を
し

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
は
す
で
に
発

送
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
万
が
一

届
い
て
い
な
か
っ
た
場
合
で

も
、
本
市
に
引
き
続
き
３
か
月

以
上
居
住
し
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
投
票
所

で
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
こ

と
を
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば

選
挙
人
名
簿
の
抄
本
で
確
認
を

し
ま
す
。

ま
た
、
最
近
本
市
に
引
っ
越

し
て
こ
ら
れ
た
方
は
、
前
の
住

所
地
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
れ
ば
、
前
の
住
所
地
で

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
前
住
所

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
を
活
用

投
票
日
に
旅
行
や
仕
事
な
ど

の
予
定
や
健
康
上
の
理
由
な
ど

に
よ
っ
て
投
票
で
き
な
い
人

は
、
不
在
者
投
票
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

７
月
１２
日
�
か
ら
７
月
２８
日

�
（
投
票
日
の
前
日
）
ま
で
の

全
国
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

全
国
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会 

全
国
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会 

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
８
時

ま
で
、
市
役
所
４
階
の
不
在
者

投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

同
所
に
備
え
付
け
の
所
定
の

用
紙
に
、
不
在
者
投
票
に
該
当

す
る
理
由
な
ど
の
必
要
事
項
を

書
い
て
、
投
票
用
紙
お
よ
び
不

在
者
投
票
用
封
筒
を
請
求
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
場
で
投

票
で
き
ま
す
。

ま
た
「
投
票
入
場
券
」
が
届

い
て
い
れ
ば
忘
れ
ず
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
（
総
務
課
内
、
�
６４
・
１

３
２
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会

は
「
第
１４
回
全
国
小
学
生
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
大
会
」
を
８
月
３
日

�
か
ら
５
日
�
ま
で
田
辺

中
央
体
育
館
や
同
志
社
大

学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
デ

イ
ヴ
ィ
ス
記
念
館
（
体
育

館
）
な
ど
で
開
き
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
全
国
の

少
年
少
女
に
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
競
技
の
歓
び
を
経
験
す

る
機
会
を
提
供
し
、
競
技

を
通
じ
て
互
い
に
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
心
身
と

も
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
開
か
れ
る
も
の
で
す
。

昭
和
６３
年
の
京
都
国
体

で
本
市
が
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

競
技
会
場
と
な
っ
た
の
を

契
機
に
開
か
れ
た
こ
の
大

会
も
今
年
で
１４
回
目
を
迎
え
、

今
で
は
全
国
の
小
学
生
ハ
ン
ド

ボ
ー
ラ
ー
の
最
大
の
目
標
と
な

っ
て
い
ま
す
。

大
会
に
参
加
す
る
の
は
、
小

学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
で

６２
・
１
５
０
１
）

構
成
す
る
男
女
チ
ー
ム
で
、
各

都
道
府
県
の
代
表
。
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
す
。

全
国
か
ら
千
人
を
超
え
る
選

手
た
ち
が
本
市
に
集
ま
り
ま

す
。
大
会
成
功
の
た
め
、
み
な

さ
ん
の
競
技
の
観
戦
と
選
手
へ

の
温
か
い
ご
声
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
社
会
体
育
課

（
田
辺
中
央
体
育
館
内
、
�

大
切
な
一
票
を
棄
権
し
な
い
で

参議院議員
通 常 選 挙

選
手
へ
温
か
い
声
援
を

中
央
体
育
館
を
メ
ー
ン
会
場
に

８
月
３
〜
５
日日

本
一
を
目
指
し
て
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
（
６

月
９
日
・
市
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
）

２９
日
は
投
票
日

日
は
投
票
日 

２９
日
は
投
票
日 

七
夕
の
飾
り
付
け
が
、
草
内

保
育
所
で
７
月
６
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
参
観
日
で
多
く
の
両

親
が
集
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
色
紙
な
ど
を
使
っ
て
色

鮮
や
か
な
短
冊
や
飾
り
も
の
を

作
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
に
な
り
た
い
」「
プ
ー
ル
で

じ
ょ
う
ず
に
お
よ
げ
ま
す
よ
う

に
」「
べ
ん
き
ょ
う
つ
く
え
が
ほ

し
い
」
な
ど
願
い
事
を
書
い
た

短
冊
を
、
長
さ
３
�
の
サ
サ
に

両
親
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
く
く
り
つ
け
、
楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

親
子
で
七
夕
飾
り

草　内
保育所

本
市
か
ら
は
男
女

４
チ
ー
ム
が
出
場

８
月
３
日
か
ら
開
か
れ
る
全

国
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

に
、
本
市
か
ら
京
都
府
代
表
と

し
て
男
女
そ
れ
ぞ
れ
桃
園
小
学

校
チ
ー
ム
と
大
会
開
催
地
代
表

と
し
て
市
男
女
選
抜
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
す
。

い
ず
れ
の
チ
ー
ム
と
も
全
国

大
会
で
の
上
位
入
賞
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

ウルトラマンになりたい ウルトラマンになりたい 

古紙配合率100％再生紙を
使用しています

お
母
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を
サ
サ
に
く
く
り
つ
け
る
子
ど

も
ら
（
草
内
保
育
所
）
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央中　央 
公民館公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 

中　央 
公民館 

国　際 
交　流 

第
３２
回
あ
さ
が
お
展

市
文
化
協
会
と
中
央
公
民
館

は
、「
第
３２
回
あ
さ
が
お
展
」

の
出
品
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
＝
大
輪
・
花
容
・

あ
ん
ど
ん
づ
く
り
の
部

し
め
き
り
＝
８
月
１
日
�

【
展
示
】

観
葉
植
物
で
夏
を
演
出

教
育
委
員
会
は
、
大
住
地
域

で
か
が
や
き
講
座
を
開
き
ま

す
。日

時
＝
８
月
１１
日
�
午
前
１０

時
〜
正
午

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
園
芸
講
習
会
「
観
葉

植
物
を
使
っ
た
テ
ラ
リ
ウ
ム
」

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
、
植

物
が
生
き
る
小
さ
な
世
界
を
作

り
ま
す
。

講
師
＝
宇
治
市
植
物
公
園
技

師
の
勝
川
健
三
さ
ん

参
加
費
＝
８
０
０
円

定
員
＝
３０
人
（
大
住
地
域
の

市
民
を
優
先
し
ま
す
）

し
め
き
り
＝
８
月
３
日
�

持
ち
物
＝
割
り
箸
・
手
提
げ

袋
・
筆
記
具
・
透
明
の
空
き
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
（
３
０
０
〜
５
０

０
�
�
）
１
本

申
し
込
み
な
ど
く
わ
し
く

社
会
福
祉
協
議
会
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
啓
発
映
画
会

（
後
援
＝
教
育
委
員
会
）
を
開

き
ま
す
。

日
時
＝
８
月
４
日
�
午
後

１
時
３０
分
か
ら
（
開
場
は
午

後
１
時
か
ら
）

場
所
＝
中
央
公
民
館

入

場

料
＝
無
料

映

画

＝

「
機
関
車
先

生
」
（
原

作
＝
伊
集
院

静
・
テ
ー
マ

音
楽
＝
井
上

陽
水
、
文
部

省
選
定
）

内

容

＝

戦
後
間
も
な

い
、
瀬
戸
内

海
の
小
さ
な
島
の
小
学
校
に

赴
任
し
て
き
た
吉
岡
先
生
は
、

口
が
き
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は

先
生
の
不
思
議
な
魅
力
に
ひ

か
れ
は
じ
め
…
。

き
か
ん
し
ゃ
先
生
と
島
の

人
た
ち
が
、
言
葉
を
超
え
た

固
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
く
、

感
動
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。（
字
幕
ス
ー
パ
ー
付
き
で

す
）お

子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝
社
会
福
祉
協

議
会
（
�
６２
・
２
２
２
２
）

中
央
公
民
館
で
開
き
ま
す

市
民
総
体
テ
ニ
ス

競
技
ダ
ブ
ル
ス
の
部

日
時
＝
▼
８
月
１１
日
�
午
前

９
時
３０
分
か
ら
▼
１２
日
�
午
前

９
時
か
ら

場
所
＝
田
辺
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
高
校
生
以
上

の
人参

加
費
＝
１
ペ
ア
３
０
０
０

円
し
め
き
り
＝
７
月
２８
日
�
午

後
５
時
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自営業など国民年金にご加入されているみなさまへ 

自営業の方など国民年金の保険料を納付中の60歳までの人（第1号被保険者） 
●お問い合わせ、資料請求は 〒604-0857 

京都市中京区烏丸通二条上ル　西和ビル5F

■国民年金（本体）の保険料納付をお忘れなく‥‥‥‥‥‥‥‥口座振込を利用されると便利です。 

ご加入
のおす

すめ

ご加入
のおす

すめ 

国民年金基金 
国民年金に する、公的な年金。 

加入できる方 

TEL（075）212-8415

プラスアルファプラスアルファ プラスアルファ 

社
会
参
画
部
会

日
時
＝
７
月
２８
日
�
午
後
２

時
〜
４
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
講
演

テ
ー
マ
＝
「
男
性
の
自
立
と

社
会
参
画
」
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

講
師
＝
中
央
図
書
館
長
の
中

村
和
男
さ
ん

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
女
性
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
か
が
や
き
▼

米
田
（
�
、
�
６２
・
３
７
３
０
）

▼
岩
本
（
�
、
�
６２
・
２
５
０

９
）

南山城養護学校で
レクリエーション講座

府教育委員会は、レクリエーション活動講座
を開きます。
日時＝▼9月1日�午後1時～4時▼29日�午後

1時～3時▼10月20日�午後1時～3時▼26日�午
後1時～4時▼11月17日�午後1時～3時▼12月1
日�午前10時～午後1時
場所＝南山城養護学校（精華町）
内容＝歌や手遊び、ゲームなどの実技・養護

学校の小学部の子どもたちとの交流など
対象＝18歳以上の人
定員＝20人
受講料＝無料
申込方法＝往復はがきの往信用に住所・氏

名・年齢・性別・電話番号を、返信用の表に住
所・氏名を書いて送付してください。
申込期間＝7月16日	～8月10日�
申込・問合せ先＝南山城養護学校開放講座係

（〒619-0231精華町山田、�72-7255）

みんなで遊ぼう
夏休みは普賢寺児童館で
普賢寺児童館は、小・中学生のみ

なさんに夏休みの1日を楽しんでも
らおうと、「ガラスペインティング」
と「エアロビクス」を行います。
【ガラスペインティング】
日時＝7月24日
午後2時～4時
持ち物＝透明のガラス容器（ジャ

ムの入っていたようなビンなど）
【エアロビクス】
日時＝▼7月25日�午後2時～3時

▼8月8日�午後2時～3時
持ち物＝タオル・着替え・水筒
【場所】
普賢寺児童館
【申込・問合せ先】
普賢寺児童館（�65-0153）

平和書道展の
作品を募集します

市は、8月に開く「平和書道展」の作品を
募集します。
みなさんからの応募をお待ちしています。
テーマ＝▼平和都市は理想のまち▼平和都

市京田辺市▼平和都市宣言のまち京田辺▼平
和は人類共通の願いなど、4文字以上12文字
以内の漢字・かなで平和を連想する語句
作品規格＝市販の半紙・短冊または画仙紙

（応募は1人2点まで）
応募資格＝市内に在住する15歳以上の人

（中学生は除きます）
応募方法＝作品の裏面左下に鉛筆で、住

所・氏名（ふりがな）・電話番号を書いて、
総務課へ持参してください。
なお、作品は返却しませんので、ご了承く

ださい。
しめきり＝7月25日�
応募・問合せ先＝総務課（�64-1326）

日
時
＝
８
月
５
日
�
午
前
９

時
〜
午
後
１
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

申
込
・
問
合
せ
先
＝
中
央
公

民
館
（
�
６２
・
２
５
５
２
）
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７
月
は
、
市
府
民
税
の
第
１

期
分
の
納
付
月
で
す
。

市
府
民
税
は
、
昨
年
中
に
一

定
の
所
得
が
あ
っ
た
人
に
対

し
、
課
税
額
を
決
定
し
て
、
そ

の
税
額
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

納
期
は
第
１
期
が
７
月
、
第

２
期
が
９
月
、
第
３
期
が
１１
月
、

第
４
期
が
翌
年
１
月
の
４
回
分

割
。
第
１
期
の
納
期
で
あ
る
７

月
に
、
４
回
分
の
金
額
を
一
括

で
納
付
す
る
前
納
扱
い
も
あ
り

ま
す
。

納
期
限
に
納
付
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
は
、
各
納
期
の
翌
月
に

督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

督
促
状
を
発
送
し
た
際
は
、

本
税
と
は
別
に
督
促
手
数
料
と

し
て
２
０
０
円
が
加
算
さ
れ
、

場
合
に
よ
っ
て
は
延
滞
金
も
徴

収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
納
付
が
困
難
な
場
合

な
ど
は
、
分
割
納
付
な
ど
の
各

種
納
付
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
未
納
の
ま
ま
放
置

せ
ず
に
、
お
早
め
に
納
付
相
談

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
税
務
課
（
�

６４
・
１
３
１
８
）

第
１
期
分
の
納
付
月
で
す

第
１
期
分
の
納
付
月
で
す 
第
１
期
分
の
納
付
月
で
す

第
１
期
分
の
納
付
月
で
す 
第
１
期
分
の
納
付
月
で
す 

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

ゆ
ず
り
ま
す

�
テ
レ
ビ
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
端
末
（
有
料
）
�
ワ
ー
プ
ロ

�
二
層
式
洗
濯
機
�
ダ
ブ
ル
ベ

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 国　際 
交　流 

社 会 福 祉  
協 議 会  

ひ
だ
ま
り
の
会

日
時
＝
７
月
２４
日


午
後
１

時
３０
分
〜
３
時

場
所
＝
府
立
洛
南
寮

対
象
＝
市
内
の
高
齢
者

内
容
＝
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク

ル
。
お
好
き
な
歌
を
歌
っ
て
く

だ
さ
い
。

参
加
費
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
福

祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２
２
２
）

み
な
さ
ん
の
力
で

明
る
い
選
挙
を

府
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

と
府
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
力
で
、
明
る
い

選
挙
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ

い
。

部
門
＝
▼
児
童
・
生
徒
の
部

▼
一
般
の
部

応
募
資
格
＝
▼
児
童
・
生
徒

の
部
…
府
内
の
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
に
通
学
す
る
人
▼
一

般
の
部
…
府
内
に
在
住
す
る
人

作
品
内
容
・
規
格
＝
▼
明
る

い
選
挙
を
推
進
す
る
こ
と
を
表

す
ポ
ス
タ
ー
▼
啓
発
標
語
は

「
明
る
い
選
挙
」
に
限
ら
ず
自

由
▼
色
彩
は
自
由
▼
大
き
さ
は

画
用
紙
の
四
ツ
切
か
八
ツ
切
、

も
し
く
は
そ
れ
に
準
じ
る
大
き

さ
▼
作
品
の
裏
側
右
下
に
学
校

名
、
学
年
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

を
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
＝
▼
児
童
・
生
徒
の

部
…
通
学
し
て
い
る
学
校
を
通

じ
て
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
▼
一
般

の
部
…
市
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
賞
品

を
贈
り
ま
す
。

し
め
き
り
＝
９
月
７
日
�

問
合
せ
先
＝
選
挙
管
理
委
員

会
（
総
務
課
内
、
�
６４
・
１
３

料
理
教
室
開
き
ま
す

市
は
、
家
庭
生
活
訓
練
事
業

と
し
て
視
覚
障
害
者
の
方
を
対

象
に
料
理
教
室
を
開
き
ま
す
。

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
行
う

の
で
、
材
料
を
洗
っ
た
り
切
っ

た
り
す
る
準
備
段
階
か
ら
、
自

分
で
で
き
る
料
理
教
室
で
す
。

日
時
＝
７
月
２６
日
�
午
前
１０

時
か
ら

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
視

覚
障
害
の
あ
る
方

参
加
費
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
視
覚

障
害
者
協
会
京
田
辺
支
部
長

岡
井
（
�
６５
・
３
０
４
５
）

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育社 会 体 育  
協 　 　 会協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

社 会 体 育  
協 　 　 会  

水　道 国　際 
交　流 

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
体

育
協
会
（
中
央
体
育
館
内
、
�

６２
・
１
５
０
１
）

１
１
）

音
楽
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

創
る
楽
し
み
、
聴
く
楽
し
み

８
月
４
日
�
に
開
く
、
け
い

は
ん
な
夏
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
２
０
０
１
（
主
催
＝
同

実
行
委
員
会
）
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、「
音
楽
ミ
ニ
セ
ミ

ナ
ー
―
創
る
楽
し
み
、
聴
く
楽

し
み
―
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
８
月
２
日
�
午
後
６

時
か
ら

場
所
＝
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ

（
精
華
町
）

内
容
＝
▼
〈
第
１
部
〉「
ア

ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」（
演

奏：

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
神
戸
）

▼
〈
第
２
部
〉「
指
揮
者
阪
哲

朗
の
音
楽
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
」
①

楽
器
の
音
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

音
（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
で
の

楽
器
の
役
割
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
）
②
コ
ン
サ
ー
ト

演
奏
曲
�
交
響
曲
第
７
番
�
を

語
る
（
阪
哲
朗
さ
ん
自
身
に
よ

は
、
社
会
教
育
課
（
�
６４
・
１

３
９
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

る
�
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲

第
７
番
�
の
解
説
）

入
場
料
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
�
け
い
は
ん
な

（
�
９５
・
５
１
１
５
）

国連薬物乱用根絶宣言（ 1 9 9 8 ～ 2 0 0 8 年）

麻 薬 ・ 覚 せ い 剤 ・ 大 麻 ・ シ ン ナ ー は

「ダメ。ゼッタイ。」

今日、薬物乱用問題は全世界的な広がりを見せ、人間の生命はも
とより、社会や国の安全、安定を脅かすなど、人類が抱える最も深
刻な社会問題の一つとなっています。
薬物乱用への誘惑は、いたる所に存在しています。

【巧みに忍び寄る誘惑の言葉】
�眠気がとれる・元気になる・いやなことが忘れられる
�一回だけなら大丈夫・他の人もやっている・麻薬とは違う合法的
な薬

�スタイルがよくなる・ダイエットに効果がある

こんな誘いを「ダメ！」と断る「勇気」を持ちましょう！

麻薬・覚せい剤・大麻・シンナーの
乱用をなくしましょう！

だ
さ
い
。

市府民税

ッ
ド
用
ス
プ
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
�

運
動
健
康
機
（
自
転
車
）
�
14

イ
ン
チ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
�
ベ

ビ
ー
カ
ー
Ａ
型
�
ベ
ビ
ー
バ
ス

（
ブ
ル
ー
）

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

�
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
�
電
子
ピ

ア
ノ
�
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業
振

興
課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

8月4日

おおむね60歳以上の 
健康で働く意欲のある方 
入会をお待ちしております 
申し込み・お問い合わせは、電話でＯＫ！ 

京田辺市田辺沓脱14番地 
（旧商工会館）TEL65-4020

�京田辺市シルバー人材センター 
お申し込み先 京田辺市内に本・支店を 
 有する金融機関（郵便局含む） 

必要なもの 預金通帳・お届けの印鑑・領収書 
 または使用水量のお知らせ 

  なやみごとなやみごと 
（人権（人権・行政）行政）相談相談 
  なやみごと 

（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月　 
第2水曜日（市役所会議室） 
第4水曜日（北部住民センター） 

いずれも午後1時30分～4時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 

？
 

相談は無料で、秘密は 
固く守ります。 

　お気軽にお越し下さい。 

男女共同参画社会の実現へ 男女共同参画社会の実現へ 
講演などに多数の市民が参加

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
、
女
性
問
題
に
理

解
と
関
心
を
深
め
て
ら
お
う

と
「
ふ
れ
あ
い
夢
フ
ェ
ス
タ
」

（
主
催
＝
京
た
な
べ
女
性
週
間

実
行
委
員
会
）
が
６
月
３０
日
、

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
、「
京
た
な
べ
女
性

週
間
」
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
演
奏

の
後
、
妻
の
介
護
の
た
め
に

４
期
目
の
途
中
で
退
任
し
た
、

前
高
槻
市
長
の
江
村
利
雄
さ

ん
が
「
夫
の
代
わ
り
は
お
り

ま
へ
ん
―
家
族
の
介
護
を
考

え
る
―
」
と
題
し
て
講
演
し
、

３
０
０
人
を
超
え
る
市
民
の

み
な
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

江
村
さ
ん
は
、「
介
護
と
い

う
の
は
一
生
懸
命
や
っ
た
ら

あ
き
ま
へ
ん
。
ほ
ど
ほ
ど
が

長
続
き
の
コ
ツ
」
と
自
分
の

体
験
談
と
介
護
に
つ
い
て
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
会
場
で
は
、
女
性
団

体
の
活
動
パ
ネ
ル
展
、
ち
ぎ

り
絵
、
人
形
づ
く
り
な
ど
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
野
菜
の

即
売
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

今
年
初
め
て
開
か
れ
た
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
、
あ

い
に
く
の
小
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
人
が
詰
め
か

け
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
し

た
。

介護について講演する江村さん（中央
公民館）

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD

京
た
な
べ

女
性
週
間

今
月
号
（
15
日
発
行
分
）

か
ら
、「
地
球
は
み
ん
な
の
宝

物
〜
地
球
環
境
問
題
を
考
え

よ
う
〜
」
を
６
回
シ
リ
ー
ズ

で
掲
載
し
ま
す
。

地
球
は
太
陽
が
放
射
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
て
暖
め

ら
れ
、
余
分
な
熱
を
宇
宙
に

放
出
し
て
冷
や
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
一
定
の
温
度
を
保

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
人
間

の
活
動
に
よ
っ
て
、
温
度
を

調
節
し
て
い
た
「
温
室
効
果

ガ
ス
」
が
増
え
す
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
地
球
に

熱
が
た
ま
り
、
地
球
が
温
室

に
入
っ
た
状
態
に
な
っ
て
、

少
し
ず
つ
温
度
が
上
が
っ
て

き
て
い
る
の
で
す
。

大
気
は
、
太
陽
か
ら
の
光

線
を
通
過
さ
せ
る
と
同
時
に

宇
宙
へ
逃
げ
よ
う
と
す
る
熱

を
と
ら
え
て
、
地
球
を
暖
め

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
温
室
の

ガ
ラ
ス
の
働
き
と
よ
く
似
て

い
ま
す
。
温
室
の
ガ
ラ
ス
は
、

太
陽
光
線
を
通
し
ま
す
が
、

温
室
か
ら
外
へ
逃
げ
よ
う
と

す
る
熱
は
さ
え
ぎ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
大
気
の
こ
の
よ
う

な
働
き
を
温
室
効
果
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
と
は
、
自

動
車
を
動
か
す
と
き
や
、

電
気
の
も
と
を
作
る
と
き

な
ど
に
石
油
や
石
炭
を
燃

や
す
と
発
生
す
る
二
酸
化

炭
素
、
廃
棄
物
の
埋
め
立

て
や
水
田
な
ど
か
ら
排
出

さ
れ
る
メ
タ
ン
、
燃
焼
の

過
程
や
土
壌
か
ら
排
出
さ

れ
る
一
酸
化
二
窒
素
、
オ

ゾ
ン
層
破
壊
の
原
因
物

質
で
あ
る
フ
ロ
ン
の
代

替
物
質
と
し
て
冷
媒
な

ど
に
使
用
さ
れ
る
ハ
イ

ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ

ン
（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
）
や
パ
ー

フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン

（
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）、
絶
縁
物
質

と
し
て
使
用
さ
れ
る
六

フ
ッ
化
硫
黄
な
ど
の
熱

を
閉
じ
込
め
る
性
質
の

ガ
ス
の
こ
と
で
す
。

中
で
も
一
番
多
い
の

は
二
酸
化
炭
素
で
す
。

地
球
温
暖
化
は
、
単
に

気
温
の
上
昇
を
も
た
ら
す

だ
け
で
な
く
、
異
常
気
象

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
そ

の
結
果
…
…

�
陸
地
が
海
に
沈
む

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
や
南
極

の
氷
が
溶
け
出
し
て
、

海
面
水
位
が
高
く
な

り
、
低
い
土
地
や
島
が

海
に
沈
み
ま
す
。ま
た
、

沿
岸
地
帯
の
洪
水
や
高

潮
の
被
害
を
大
き
く
し

ま
す
。

�
食
糧
不
足

今
ま
で
作
物
が
取
れ

た
と
こ
ろ
で
も
作
物
が

で
き
な
く
な
り
、
食
べ

物
が
不
足
し
、
世
界
の

食
料
生
産
に
大
き
な
影

響
が
生
じ
ま
す
。

�
野
生
生
物
が
絶
滅

の
危
機
に

急
激
な
気
温
の
上
昇

に
つ
い
て
い
け
な
い
植

物
が
育
た
な
く
な
り
、

動
物
も
暮
ら
し
づ
ら
く

な
り
ま
す
。

�
異
常
気
象
が
多
発

異
常
高
温
、
干
ば
つ
、
洪

水
な
ど
が
世
界
各
地
で
頻
発

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

�
病
気
が
増
え
る

マ
ラ
リ
ア
や
コ
レ
ラ
な
ど
、

熱
帯
の
感
染
症
に
か
か
る
人

が
増
加
し
ま
す
。

地 球 は 
み 

地 球 は 
み ん な の 宝 物 ん な の 宝 物 

～地球環境問題を考えよう～ 

1

地球は太陽にあたためられて
宇宙に熱をはき出しています1 2上空には「温室効果ガス」があり、この働きで地球の温度

が保たれています

この「温室効果ガス」が増え
て地球の温度が上がってきま
した3 4このままだと100年後には平均2℃高

くなり、南極などの氷が溶けたり、海
水が膨張することで、海面が約50�
上がると言われています

地球環境にイエローカード

地
球
温
暖
化

地
球
温
暖
化 

（
そ
の
１
）

（
そ
の
１
） 

地
球
温
暖
化 

（
そ
の
１
） 

温
室
効
果
と
は
？ 

地
球
温
暖
化
が 

進
む
と
… 

温
室
効
果 

ガ
ス
と
は
？ 

地
球
温
暖
化 

（
そ
の
１
） 

温
室
効
果
と
は
？

温
室
効
果
と
は
？ 

温
室
効
果
と
は
？ 

地
球
温
暖
化
が 

進
む
と
… 

温
室
効
果 

ガ
ス
と
は
？ 

地
球
温
暖
化 

（
そ
の
１
） 

温
室
効
果
と
は
？ 

地
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暖
化
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進
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と
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温
室
効
果

温
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効
果 

ガ
ス
と
は
？

ガ
ス
と
は
？ 

温
室
効
果 

ガ
ス
と
は
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地
球
温
暖
化 

（
そ
の
１
） 

温
室
効
果
と
は
？ 

地
球
温
暖
化
が

地
球
温
暖
化
が 

進
む
と
…

進
む
と
… 

地
球
温
暖
化
が 

進
む
と
… 

温
室
効
果 

ガ
ス
と
は
？ 
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シ
リ
ー
ズ
９
回
目
と
な
る
今
月
は
「
歯
周

病
の
治
療
」
に
つ
い
て
で
す
。

病
気
治
療
の
原
則
は
、
そ
の
病
気
の
原
因

を
取
る
こ
と
で
す
。
原
因
が
特
定
で
き
る
時

は
、
原
因
を
取
り
除
け
ば
病
気
は
治
り
ま
す
。

歯
周
病
も
感
染
症
の
一
種
な
の
で
す
が
、

原
因
菌
を
特
定
す
る
の
が
む

ず
か
し
く
、
数
種
類
の
菌
が

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
歯
周
病
は
、
も
と
も
と

口
の
中
に
住
ん
で
い
る
細
菌

が
、
量
的
あ
る
い
は
質
的
に

変
化
し
た
り
、
体
の
抵
抗
力

が
低
下
し
た
時
に
発
病
す
る

の
が
一
般
の
感
染
症
と
違
う

と
こ
ろ
で
す
。

歯
周
病
の
大
き
な
原
因
で

あ
る
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
を

で
き
る
だ
け
少
量
に
し
て
お

く
、
あ
る
い
は
歯
周
病
が
起

き
な
い
程
度
に
押
さ
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
般

的
に
は
こ
れ
を
“
プ
ラ
ー
ク

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
”
と
い
い
、

歯
ブ
ラ
シ
・
歯
間
ブ
ラ
シ
あ

る
い
は
糸
の
よ
う
じ
な
ど
を

使
っ
て
、
歯
肉
の
上
の
プ

ラ
ー
ク
を
取
り
除
き
ま
す
。

歯
肉
が
正
常
で
歯
周
病
の

な
い
人
が
て
い
ね
い
に
プ

ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
え
ば
、
歯
周
病

は
生
涯
を
通
し
て
予
防
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
成
人
期
の
約
８０
�
の
人
が

歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

歯
と
歯
肉
の
間
に
で
き
る
溝
を
“
ポ
ケ
ッ

ト
”
と
い
い
、
正
常
な
人
の
場
合
約
１
・
５

�
で
す
が
、
こ
れ
が
深
く
な
っ
て
し
ま
い
、

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
プ
ラ
ー
ク
が
増
え
て
し
ま

う
と
、
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
歯
を
磨
い
て
も
ポ

ケ
ッ
ト
の
底
に
た
ま
っ
た
プ
ラ
ー
ク
を
取
り

き
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
ま
っ
た
プ
ラ
ー
ク
や
歯
石
は
、
ス

ケ
ー
ラ
ー
と
い
う
器
具
で
取

り
除
き
ま
す
。
重
症
の
ケ
ー

ス
で
は
歯
周
外
科
手
術
が
必

要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
手
術
は
目
で
見
て
プ

ラ
ー
ク
、
歯
石
や
病
気
の
部

分
を
取
り
除
い
て
治
す
わ
け

で
す
が
、
歯
周
病
の
大
き
な

原
因
で
あ
る
プ
ラ
ー
ク
は
一

時
的
に
な
く
な
る
だ
け
で
永

久
的
に
な
く
な
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
。
手
術
後
の
プ

ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
良

否
が
、
歯
周
外
科
手
術
の
結

果
を
左
右
す
る
と
い
っ
て
も

良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
か
み
合
わ
せ
が
歯

周
病
の
原
因
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
で

あ
る
歯
周
病
を
予
防
す
る
た

め
に
は
、
食
習
慣
や
生
活
習

慣
を
改
め
る
必
要
が
あ
り
、

歯
科
医
・
歯
科
衛
生
士
・
患

者
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

歯
周
病
の
特
徴
を
知
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
方
法
を
家
庭
で
実
行
し
、
定
期
的
に
か
か

り
つ
け
歯
科
医
の
と
こ
ろ
へ
歯
や
口
の
健
康

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

臨
時
休
所
の
お
知
ら
せ

田
辺
公
園
プ
ー
ル
は
、
受
水

槽
工
事
の
た
め
臨
時
休
所
し
ま

す
。休

所
期
間
＝
７
月
２３
日
	
〜

２５
日
�

７
月
２６
日
�
か
ら
は
平
常
ど

お
り
利
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
田
辺
公
園
プ
ー

ル
（
�
６５
・
３
１
１
３
）

松
井
松
井
ケ
丘
消
防
団

消
防
団
が
初
優
勝
優
勝
 

松
井
ケ
丘
消
防
団
が
初
優
勝

消
火
技
術
の
向
上
と
消
防
団

員
の
士
気
向
上
を
目
指
し
た
、

市
消
防
団
操
法
大
会
が
７
月
１

日
に
薪
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し

た
。
各
分
団
か
ら
選
抜
さ
れ
た

９
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
は
４
人
）

が
出
場
。
炎
天
下
の
な
か
、
汗

だ
く
に
な
り
な
が
ら
訓
練
成
果

を
競
い
ま
し
た
。

優
勝
は
、
第
１
分
団
Ａ
チ
ー

ム
（
同
分
団
第
６
部
＝
松
井
ケ

丘
）
で
初
め
て
の
栄
冠
を
手
に

し
ま
し
た
。
同
部
は
昭
和
５１
年

に
発
足
。
団
員
ら
は
「
自
ら
の

郷
土
は
自
ら
守
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
訓
練
や
年
末
特
別
警

戒
の
時
に
自
治
会
の
協
力
や
理

解
を
得
な
が
ら
地
域
の
消
防
防

災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

同
チ
ー
ム
は
、
８
月
に
開
か
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田 辺 公 園  
プ ー ル  

れ
る
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
消

防
操
法
大
会
に
京
田
辺
市
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

準
優
勝
は
第
１
分
団
Ｂ
チ
ー

ム
（
同
分
団
第
３
部
＝
岡
村
・

三
野
）、
第
３
位
は
第
２
分
団

Ａ
チ
ー
ム
（
同
分
団
第
１
・
２

部
＝
田
辺
・
薪
）
で
し
た
。

普
賢
寺
地
区
の
農
家
２５
戸
で

運
営
し
て
い
る
普
賢
寺
ふ
れ
あ

い
市
が
、
田
辺
ニ
ッ
ク
ホ
ビ
ー

シ
ョ
ッ
プ
で
朝
市
を
開
く
こ
と

に
な
り
、
７
月
２１
日
�
午
前
９

時
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
今
後

も
毎
月
第
３
土
曜
日
の
午
前
９

時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

同
市
は
、
今
ま
で
ど
お
り
毎

月
１
・
１１
・
２１
日
の
午
前
９
時

か
ら
は
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
普

賢
寺
支
店
前
で
、
毎
月
２５
日
に

は
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー
で
も

「
ふ
れ
あ
い
市
」
を
。
ま
た
、

毎
月
第
１
土
曜
日
に
は
ア
ル
プ

ラ
ザ
京
田
辺
で
開
か
れ
る
「
京

田
辺
ふ
れ
あ
い
市
」
に
も
出
店

し
ま
す
。

普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
市
は
、
農

家
が
栽
培
し
た
野
菜
や
生
花
・

加
工
品
な
ど
を
市
価
よ
り
３
〜

５
割
引
き
で
販
売
。
自
家
用
の

野
菜
だ
け
に
見
栄
え
は
も
う
一

つ
で
す
が
、
低
農
薬
で
栽
培
さ

れ
た
新
鮮
な
野
菜
が
数
多
く
並

ん
で
お
り
好
評
で
す
。

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課

（
�
６４
・
１
３
６
０
）

京
田
辺
市
民
ま
つ
り
２
０
０

１
第
３６
回
京
田
辺
市
民
文
化
祭

実
行
委
員
会
は
、
市
民
文
化
祭

で
の
作
品
の
展
示
者
や
舞
台
発

表
の
出
演
者
、
模
擬
店
の
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日
＝
１１
月

３
日
（
文
化
の
日
）

と
４
日
�

申
込
方
法
＝
▼

展
示
・
出
演
・
出

店
を
希
望
す
る
人

で
、
区
・
自
治
会

内
の
サ
ー
ク
ル
や

子
ど
も
会
な
ど
に

所
属
し
て
い
る
人

…
各
区
・
自
治
会

の
文
化
協
会
の
支

部
長
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
▼
そ
れ

以
外
の
人
…
市
民

文
化
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
書

い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
８
月
２１
日



応
募
・
問
合
せ
先
＝
第
３６
回

京
田
辺
市
民
文
化
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
社
会

教
育
課
内
、
�
６４
・
１
３
９
３
）

昨年の市民文化祭で発表する松井ケ丘小学校児童たち
（田辺中央体育館）

市
消
防
操
法
大
会
で
技
術
を
競
う指揮者の号令のもと小型ポンプ操法

を披露する消防団員（薪小学校）

文
化
祭
で
発
表
し
よ
う

普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
市

新
鮮
野
菜
や
加
工
品
を
安
く
販
売

１１
月
３
・
４
日

歯周病の予防はプラークコントロールで

お
店
が
増
え
ま
し
た

普
賢
寺
小
学
校
と
同
幼
稚
園

の
子
ど
も
た
ち
２４
人
が
７
月
８

日
に
京
田
辺
市
玉
露
製
茶
技
術

研
修
工
場
で
製
茶
づ
く
り
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

「
京
田
辺
の
伝
統
産
業
を
体
験

し
よ
う
」
と
ふ
る
さ
と
体
験
学

習
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た

も
の
。
手
揉
み
製
茶
の
名
人
で

「
現
代
の
名
工
」
に
も
選
ば
れ

て
い
る
山
下
壽
一
さ
ん
（
６７
）

や
京
田
辺
茶
手
揉
み
技
術
保
存

会
の
み
な
さ
ん
の
指
導
の
も
と

茶
摘
み
や
手
揉
み
に
よ
る
お
茶

づ
く
り
を
学
び
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
か
ら
手
揉
み
の
お

茶
づ
く
り
に
つ
い
て
話
を
聞
い

た
子
ど
も
た
ち
は
、
さ
っ
そ
く

茶
摘
み
に
挑
戦
。
続
い
て
、
摘

み
取
っ
た
葉
を
蒸
し
器
へ
移
し

ま
し
た
。
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

蒸
し
上
が
っ
た
葉
を
ほ
い
ろ
の

上
で
回
転
さ
せ
な
が
ら
揉
む

「
横
ま
く
り
」
な
ど
の
作
業
を

体
験
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
お
茶
の
作

り
方
が
わ
か
っ
た
」
な
ど
納
得

し
た
様
子
で
、
ふ
る
さ
と
の
伝

統
技
術
を
身
を
も
っ
て
感
じ
取

っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
伝
統
産
業
を
体
験

山
下
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
手
揉
み
を
体
験
（
京
田
辺
市
玉
露
製
茶

技
術
研
修
工
場
）

手揉み技術を学ぶ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

慣
れ

な
い
手

つ
き
で
お

茶
を
摘
み
取
る

子
ど
も
た
ち

出
演
者
な
ど
募
集
し
ま
す

お茶づくりにチャレンジ お茶づくりにチャレンジ お茶づくりにチャレンジ 


